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長崎市立図書館 障がい者サービス便り 
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編集・発行 

長崎市立図書館 

〒850-0032 長崎市興善町 1-1 

TEL：095-829-4946 

FAX：095-829-4948 

見学 

 

展示 

はじめて図書館に来られる方や図書館の使い方をお知りになりたい方には、 

館内を巡りながら、ご案内いたします。興味のある方は、お気軽にお問い合わせください。 

障がいへの理解を深めていただくため、テーマに沿った本の展示を行っています。 

出張読み語り 

病院や学校、学童保育や幼稚園、保育園、特別支援学校などに出向いて、 

読み語りやブックトークなどを行っています。  

 

図書館に来てみませんか？ 
 

このリーフレットは、障がいのある子どもたちに、もっと図書館を楽しんでもらうため、

図書館の行事や取り組みなどを紹介したものです。図書館に足を運ぶきっかけになればと

願っています。 

 

「エイブル・アート～障がいとアート」 「社会で活躍する犬たち」 「バリアフリーって知ってる？」 

おはなし会 

 
あかちゃん   第 1木曜日   10：30～ ／ 11：00～ ／ 15：00～ 

小さい子むけ  第 2・4木曜日  11：00～ 

大きい子むけ  第 1・3日曜日  15：00～ 

場所  ：おはなしのへや 

所要時間：約 30分   

 
こどもえいが会 

 
第 2土曜日 11：00～  場所：多目的ホール   

 

手 



 

点訳・音訳体験講座を開催しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜2014年に購入した新刊＞   

タイトル 巻次  著者名  請求記号 

命をつなげ!ドクターヘリ 
 

 岩貞 るみこ／作   D498イ  

黒魔女さんが通る!! Part5 上 ・ 下  石崎 洋司／作  D913.6イ／5  

ほんとは好きだよ 上 ・ 下  小林 深雪／作  D913.6コ  

ウソじゃないもん 上 ・ 下  服部 千春／作  D913.6ハ  

大きくなったらなにになる 上 ・ 下  服部 千春／作  D913.6ハ  

若おかみは小学生! PART5 上 ・ 下  令丈 ヒロ子／作  D913.6レ／ 5  

若おかみは小学生! PART6 上 ・ 下  令丈 ヒロ子／作  D913.6レ／ 6  

若草物語 3 上 ・ 下  オルコット／作  D933.6オ／ 3  

名探偵ホームズ赤毛組合 上 ・ 下  コナン･ドイル／作  D933.6ド  

アンの愛情 上 ・ 中 ・ 下  L.M.モンゴメリ／作  D933.7モ  

 

弱視の方へ 『大きな文字の青い鳥文庫』 

点字（数字）のサイコロをころがして、 

双六ゲーム。子どもたちに大人気！ 

点字で名刺作りに挑戦！ 

 

デイジー録音図書作成の体験。 

好きな文章を選び、録音しています。 

文字は、読みやすさに配慮して、通常の約 2.5倍の大きさのゴシック体（22ポイント）で 

書かれています。1階大活字本書架（棚番号 1番）に並んでいます。 

 ※「青い鳥文庫」とは、名作や今話題の人気作品など、小中学生向けのさまざまな物語を集めたシリーズです。 

昨年の 7月 26日（土）に視覚障害者情報センターとの共催で、「点訳・音訳体験講座 ～指

で･耳で読む本の世界～」を開催しました。視覚障がい者の方が読書を楽しんだり、情報を得た

りするための「点字図書」や「デイジー(DAISY)録音図書」について学びました。 

会場には、点訳・音訳が体験できるコーナー、点字本や点字機器に触れられるコーナーを設

置し、実際に、点字で名刺を作ったり、読み物の一部を声に出して読んだものを録音したりし

ました。その他にも、視覚障がい者の生活必需品（音声時計など）や点字表示のある商品など

も展示しました。また、点字の数字を使った双六やゲームなどを準備し、子どもから大人まで

楽しく学べる講座となりました。当日は、たくさんの方にご来場いただきました。 

アンケートでは、「今まで知らなかったことを詳しく教えてもらった」「改めて身近に点字が

あることに気づいた」「普段できない経験をした」「障がい者資料や機器に対して、生活の中で

少し理解や興味をもって接することができると思う」といった感想をいただきました。障がい

に対する理解が深まったのではないでしょうか。 

 


